
収蔵品展　清川泰次記念ギヤチノー

平成27年度　第「期

溝川泰次イン・シカゴ

戦後間もない1951年、一般的にはまだ渡航が難しかったこ

の時期、溝川泰次(1919-2000)は単身、アメリカへわたった。

ァメリカ渡航前の清川は、二科展に作品を出品したり、銀

座の資生堂ギャラl)-で個展を開くなど、画家としての活動

を本格的にはじめていた。そして、新しい絵画表現を求め

ていた清月曜、抽象表現主義などが台頭し、世界的に注目

を浴びていたアメリカの美術に直に触れるため、渡米を決

意し、船で幾日もかけ、憧れの地、アメリカへと向かった。

しかし、シカゴに着くと現地で面倒をみてくれる予定

だった人が、急きょ亡くなり、清川は、アルバイトなどをし

ながら絵画制作に励むことになった。巨大などル群が立

ち並ぶ摩天楼の大都市シカゴは、清川の目にはどのように

映ったのか。

本屋では、日本と全く異なる環境の孤独な海外暮らし

の中で、具象的な表現から抽象的な表現へと模索してい

た活用の約3年間のアメリカ時代の絵画作品を中心に、昨

年新たに収蔵された作品も加えて紹介した。

また、同時期に清川泰次がシカゴの街並などを撮影し

た、当時としては珍しいカラー写真も併せて展示し、絵画

との関連を探った。

会期:2015年4月4日(土)-7月26日(日)

入場者数:947人

担当者:村上由美

出品目録

清川泰次

ラ　静物　インシカゴ　　　　　1952

〈小展示室〉



平成27年度　第2期

溝川泰次と昭和

戦後、 〈もの〉にとらわれない、抽象的な表現を追い求め続

けた清川泰次にとって、昭和という時代はどんな時代だっ

たかを、彼が戦時下に撮影した写真を中心に紹介した。

清川が出身地の静岡県から上京し、慶應義塾大学経

済学部の予科に入学した昭和11 (1936)年は「二・二六事

件」が起きた年であった。大学入学後まもなく体調を崩

した溝川は、しばらく休学し、その間に写真と油絵を始め、

再び大学へ通い始めた昭和16 (1941)年に太平洋戦争が

はじまった。滞月曜教育召集で軍隊生活や勤労奉仕など

を経験し、大学を卒業したのは、太平洋戦争も末期となっ

た昭和19(1944)年、25歳の時であった。清川が学生とし

て過ごした時代は、まさに日本が戦争へと突き進んでいっ

た時代と重なる。

本展では、清川の絵画作品とともに、昭和3(1938)年

頃から戦後間もない昭和21 (1946)年頃までの清川が撮

影した白黒フイルムを新たにプルトし、展示した。これら

は、大学の写真部に所属していた溝川が、写真の勉強の

ために構図や撮影方法などを工夫しながら、日常生活を

題材に撮った写真であり、普段の営みのなか、市井のひと

りとしての視線から身の周りの物や、家族や知人、街など

を捉えている。そこには、今も変わりない情景から、戦争

という影が読みとれるものまで、昭和というこの時代の風

景の断片が記録されている。

戦後の溝川は、写真を離れ、画家として本格的に絵に

取組むようになる。 200号の大作〈イエロー・バランスか

(1951年)を中心に、戦争という激動の時代を過ごした溝

川が、その後〈もの〉から解放された抽象的な自由な世界

へと向かっていった足跡を紹介した。

小展示室では、清川泰次旧蔵の写真関係の資料などを

展示した。

会期:2015年8月8日(土)-12月6日(日)

入場者数:901人

担当者:村上由美

出品目録

溝川泰次

展示風景

写真(モノクロ)

〈大展示室〉
昭和15(1940)年11月13日

祝事紀元　日比谷にて
二千六百年

昭和17(1942)年

昭和19(1944)年

昭和13(1938)年



昭和15(1940)年6月5日　　兄の帰還　　品川にて　　　　　6点

昭和15(1940)年6月5日　　兄の帰還　1点

昭和15(1940)年9月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2点

昭和15(1940)年11月13日　祝事紀元　日吉にて　　　　　3点
二千六百年

昭和21 (1946)年　　　　　京都にて

昭和21(1946)年　　　　　浜松にて

〈小展示室〉
昭和13(1938)年一

昭和16(1941)年

昭和14(1939)年一

昭和15(1940)年

昭和10(1935)年3月1日、アルス刊

昭和10(1935)年4月1日、アルス刊

昭和10(1935)年6月1日、アルス刊

昭和11 (1936)年4月1日、アルス刊

昭和11(1936)年6月1日、アルス刊

昭和11(1936)年7月1日、アルス刊



平成27年度第3期　　　　　　　　　　　　　　会期:2015年12月19日(土)-2016年3月21日(月・振替休日)

溝川泰次の生活デザイン　　　器霊蒜

清川泰次の創作活動は1980年代に入ると、

絵画だけにととまらず、立体作品や生活デザ

イン全般へと拡がっていった。真っ白に塗ら

れたカンヴァスの上に引かれた線が3次元の

空間へと画面から飛び出したかのようなステ

ンレス素材の立体作品は、画面という制約を

離れ、空間の中を自由に動くことができる。
一方、清川の絵画に見られるリズミかレな線

と色によるシンプルな構成は、ハンカチをは

じめ、カーテンやカーペットといったインテリ

アファブリックまで、様々なテキスタイルデザ

インに応用された。また、清川は、グラスや

カップ&ソーサーなどの工業製品として量産

されるテーブルウエアのデザインも手がけろ

ばか、益子や、有田などの現地の窯へ赴き、

自ら絵付けをして制作したものもある。焼き

上がると15%程小さくなる陶芸のスリリング

な特性は、清川に絵画表現では体験できな

い愉しみをもたらした。

本展は、暮らしを豊かにするために、日常

生活のあらゆる場面に自らの美意識を反映

させ、多岐にわたる創作活動を展開した溝

川の1980年代以降の作品を中心に、絵画や

立体作品に加え、溝川がプロデュースしたオ

リジナルデザインによる各種グッズや、自ら絵

付けをした陶磁器なども展示した。

出品目録

溝川泰次

〈小展示室〉


